表4.2.1(1)　緊急調査確認表その1
	調査の内容

	内容

	□地上からの施設の被災状況の把握

	□大きな機能障害につながる二次災害の原因となる被害発見

	□津波や液状化による広域被害地区の把握

	□被災自治体から所管都道府県及び国土交通省への被害状況の初期報告（第一報）

	□緊急措置の判断


	調査方法

	

	目視，簡易な計測


	調査に用いる用具

	用途
	書類及び機材

	点検
	書類
	緊急調査表　図面　下水道台帳　野帳　詳細な地図（住宅地図）

	
	機具
	スタッフ　ポール　コンベックス　懐中電灯（頭部装着型，大型）　電池　投光器　巻尺　点検用ミラー　ガス検知器

	記録
	筆記具　デジタルカメラ(原則)　ビデオカメラ　ノートパソコン（タブレットＰＣ）　黒板(ホワイトボード)　カラースプレー

	通信
	携帯電話　パーソナル無線　携帯無線機

	通行規制
	ロープ　バリケード　規制標識

	安全
	ヘルメット　安全靴　ラジオ

	排水
	仮排水用ポンプ　発電機及び燃料　ホース

	その他
	マンホール開閉器　バルブ操作器具　スコップ　防水シート　
常温アスファルト　バール　ドライバー　ハンマー　土嚢等


表4.2.1(2)　緊急調査確認表その2
	緊急調査の留意点

	

	汚水の溢水，漏水（マンホール，マンホールポンプ，水管橋等）

	

	マンホールの浮上

	

	道路陥没等の交通機能障害

	

	降雨による浸水被害の可能性

	

	液状化，津波被害による土砂堆積の可能性

	

	下水道使用制限の報告，広報

	

	基本的な調査箇所

	
	

	吐口，放流口

	
	

	伏越部，橋梁添架部等の応力的に過負荷のかかる箇所

	
	

	幹線接続部

	
	

	液状化の危険が大きいと判断される箇所

	
	

	土被りの小さい箇所（例えば5m未満）もしくは開削工法で施工された箇所

	
	

	津波による被害地区

	
	


